
ブルックヘブンの核図表より抜粋したウラン238・トリウム232の壊変系列
黄色：α壊変＝陽子数-２、中性子数-２
青色：β壊変＝陽子数＋１、中性子数-１
赤色：β＋壊変＝陽子数-１、中性子数＋１

右上の赤丸で示した²³⁸U、²³²Thは地球誕生以前に生成したもので、鉱物中に広く存在しています。
これら2種類の同位体を始点として、どのように壊変が進むかを辿ってみて下さい。

正しく辿れるとウラン系列は²⁰⁶Pb、トリウム系列は²⁰⁸Pbに到着します。
また、途中でラジウム、ポロニウム、ラドンなど、自然被ばくにかかわる元素が登場するはずです。

要領が判ったら、webで公開されている核図表を用いて¹³¹I、¹³⁷Cs、⁹⁰Srなどの壊変を調べてみて下さい。

背景の色：壊変モード

2行目の数字：半減期
3行目の数字：天然存在比
4/5行目の数字：壊変確率（sFは自発核分裂）

※凡例・記載内容は核図表によって異なります。
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